
１.病床数※１

ＮＩＣＵ 18 床 　

ＧＣＵ 30 床

２.ＮＩＣＵ及びＧＣＵにおける入院患者
入院児数 人 (240) 入院児数 人 (589)
平均入院期間 日 (27.1) 平均入院期間 日 (15.2)
病床利用率 ％ (98.9) 病床利用率 ％ (71.1)

.
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人 (242)
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極低出生体重児入院数（出生時1,000ｇ以上1,500ｇ未満） 人 (41)

超低出生体重児入院数（出生時1,000ｇ未満） 人 (41)

開頭 6 件 (16)

開胸 4 件 (3)

開腹 10 件 (4)

３.搬送受け入れ
新生児搬送の受入れ総数 65 件 (79) 2 件 (9)

新生児出迎え搬送数※3 62 件 (71) （理由） 1 件 (6)

新生児三角搬送数※4 0 件 (1) 医師の対応困難 1 件 (3)

新生児戻り搬送数※5 0 件 (0) 0 件 (0)

30 件　(30) 2 件　(2) 59 件 (67)
2 件  (1) 1 件 (10) 4 件 (8)
0 件　(1) 0 件  (0) 2 件 (3)
6 件  (6) 0 件  (3)　 0 件 (0)
0 件  (5) 3 件　(3) 0 件 (0)
6 件　(4) 2 件　(4) 0 件 (1)
0 件　(0) 13 件　(10)

※１　医療保険届出の有無に関わらず、周産期医療体制整備指針に規定されている設備、病床数及び職員を確保しているもの。

※２　例えば、NICU（５日間）⇒GCU（３日間）⇒NICU（６日間）と移動した新生児の場合、NICUで１名・１１日間、GCUで１名・３日間

　　　とカウントする。 

※３　出迎え搬送：受入医療機関の医師が救急車等で依頼元医療機関へ行き、新生児と同乗して自らの医療機関へ搬送すること。

※４　三角搬送：周産期母子医療センタ―等の医師が救急車等で依頼元医療機関へ行き、新生児と同乗して他の受入医療機関に

　　　 搬送すること。

※５　戻り搬送：状態が改善した妊婦または新生児を受入医療機関から搬送元あるいは地域の医療機関に搬送すること。

低体温 その他

無呼吸発作 哺乳不良 東三河
新生児仮死 小児外科疾患 県外

脳外科疾患 発熱 知多
低出生体重児 血液疾患 西三河

呼吸障害 心疾患・不整脈 名古屋市
奇形・染色体異常 嘔吐 尾張

ＮＩＣＵ満床

その他

搬送理由（重複あり） 搬送元地域

手術症例数

在胎期間別生存率
（生後28日を超えて生存した率。
生存数/医療保険届出ＮＩCU入院児数）

22～23週 67
24～27週 100
28～33週

新生児搬送受入不可件数

165
2500ｇ以上 225

34～36週 97

38
32

100

出生体重別入院児数（ＮＩＣＵ及びＧＣＵにおける）

～499ｇ 6
500～999ｇ 26
1000～1499ｇ 38
1500～1999ｇ 81
2000～2499ｇ

24
28～33週

98.3

77
34～36週

（　　）は前年度数値

177
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NICU
※２

244

GCU
※２

548
26.6 14

70.1

在胎期間別入院児数（ＮＩＣＵ及びＧＣＵにおける）

22～23週 6
24～27週


